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「専門家交え公開討論

…来月 5日 、準備会合を
反対派地権者が県に提案

は
提
塞
又
書
で

「２７
年
前
、

話
し
合
い
を
■
回
で
打
ち
切

り
、
強
制
測
量
を
行
っ
た
県

に
信
頼
が
持
て
な
い
」
と
し

て
，

金

議

曇

味

畠

し
３

畢

憲

交

え
た
公
開
討
論
会
と
す
る
③

疑
間
点
が
あ
る
な
ら
問
題
解

石
木
ダ
ム
問
題

反
対
同
盟
（岩
下
和
雄
代
参

は
２４
日
、
金
子
原
二
郎
知
事

に
対
し

「ダ
ム
建
設
の
必
要

〓
デ
）つ
ヽ
´
〓霊
Ｈ
●）ヽ
ｒ́
ヽ
ヽ
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な

量
器
警
足
各
響
、
一

長
時
間
層
い
て
い
る
と
疲
れ

一

き

る
」
と
い
う
女
性
か
ら
の
注
文

一

既財一一̈一̈一一一舜
一

鶉
謗
判
”
が種
鉾
ム
誓
薇謹
ぎ
菱
舗

改
善
士
」
の
資
格
を
取
得
。
オ

の
接
着
剤
使
用
量
も
市
販
の
既

が
多
い
が
、
永
田
さ
ん
は

ョ
十

い
て
い
な
い
の
で
、
詳
し

内
容
を
見
て
か
ら
検
討

い
」
と
し
て
い
る
。

県
は
今
月
中
旬
に

「

と
直
接
、
話
し
合
い
た
い
」

と
す
る
金
子
知
事
、

男
佐
世
保
亡
長
、
竹
村
一

を
反
せ
派
地
権
者
１３

送
し
た
。

▽長崎総局
雹ゞ 095(822)0125
FAX(822)0126

¬
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▽ 佐 世 保 支 局
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FAX(2424212

T857つ053
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¬
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¬
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856-0824
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¬
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"▽松浦通信郎

返30956(72)4846
FAX(72)4● 2

▽対馬通信部

返蟄0920(52)2924
▽壱岐通信部

屋 0920(4つ 6812

▽五島通信都

1́0059(72)5113

候
補
説
明
会

陣
営
が
参
加

墓

澄

猿

讐

し
た
。

現
職
‐９
人

陣
営
が
出
席
し
た
。

苗
長
選
、

任
期
満
了
に
伴
う
１０
月
の
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リミ
の
ウ
レ
タ
ン

反
母
趾
が
改
善
さ
れ
、
足
の
形

一

製
。
中
敷
き
の
中
央
部
分
に
膨

が
変
わ
っ
て
も
再
加
工
が
可
能

一

ら
み
を
持
た
せ
、
左
右
の
厚
み

で
、
永
田
さ
ん
は

「人
に
も
環

一

あ
内

糀
疑

わ

輩

暉

も
長
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長崎営業部
糧1095(82412101

補
予
定
者
説
明

同
菫

所

い
る
県
議

（４９
）
と
市
議
の
高

月
Ｈ
日
告
示
、

票
の
日
程
で
一０
わ

回
の
市
議
選
か
ら
、

精神科・心療内科

火
お
こ
し
な
ど

原
始
生
活
体
験

佐
世
保
の
直
谷
岩
陰
遺
跡

日
本
最
古
級
と
さ
れ
る
約

３
万
２
ｔ́
午
前
の
石
器
な
ど

が
出
土
し
た
福
井
洞
穴

（国

指
定
奥
じ

が
あ
る
悴
唇
休

市
百
井
町
で
る
日
、
発
掘
や

火
お
こ
し
に
挑
戦
す
る
イ
ベ

ン
ト

「来
て
み
ん
ね
！
や
っ

て
み
ん
ね
―
原
始
の
谷
」
が

あ
り
、
市
内
外
か
ら
約
３０
人

が
原
始
体
験
を
楽
し
ん
だ
＝

曼

。
吉
井
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ふ

る
さ
と
の
会

（末
永
暢
雄
会

長
）
が
遣
跡
め
ぐ
り
と
原
始

体
験
で
町
お
こ
し
を
し
よ
う

と
企
画
し
た
。

参
加
者
は
約
■
万
２
千
年

前
の
上
器
も
出
土
し
た
福

井
洞
穴
を
見
学
後
、
福
井
一発
見
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、

洞
穴
と
同
年
代
の
地
層
が
一火
を
お
こ
せ
た
と
き
は
う
れ

あ
つ
け
あ
開
疇
罐
薗
察
わ
」
一れ
い
一
ｔ
」
と
笑
顔
で
話
し

遺
跡
で
遺
物
発
掘
を
し
た

り
、
木
を
強
く
こ
す
り
合

わ
せ
て
火
種
を
作
る
原
始
的

な
方
法
で
火
を
お
こ
し
た
り

し
た
。

大
村
市
か
ら
参
加
し
た
菅

曇
魁
吾
含
通

王
器
は
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「専門家交え公開討論行理

来月 5日 、準備会合を
反対派地権者が県に提案

石
木
ダ
ム
問
題

県
と
佐
世
保
市
が
川
棚
町

に
き
画
し
て
い
る
石
木
ダ
ム

国

で
、
昼

蠅

磐

で

つ
く
る
石
木
ダ
ム
建
設
絡
対

辱
科
盟
曾
工
相雄
代
参

は
２４
日
、
金
一〓
原
二
郎
知
事

に
対
し
ダ
ム
婁
識
の
必
要

Ｌ
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嶽
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楽
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む
人
の
た
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一
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一

人
の
足
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に
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わ
せ
て
加
工
し

た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
の
中
敷
き

い
て
い
な
い
の
で
、
詳
し

補
予
定
者
説
明

月
Ｈ
日
告
示
、

号

星

で
行

内
容
を
見
て
か

い
」
と
し
て
い
る
。

県
は
今
月
申
旬
に

「

と
直
接
、
話
し
合
い
た
い
」

と
す
る
金
子
知
事
、

男
佐
世
保
首
長
、
竹
村
一

川
棚
町
長
連
名
に

を
辱

蛭

警

旦
尼

送
し
た
。

は
提
案
文
書
で

「́

年
前
、

話
し
合
い
を
■
回
で
打
ち
切

り
、
強
制
測
量
を
行
っ
た
県

に
信
頼
が
持
て
な
い
」
と
し

て
①
タ
ム
建
設
の
必
要
性
か

ら
該
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え
た
公
開
討
論
会
と
す
る
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疑
間
点
が
あ
る
な
ら
問
題
解

決
ま
で
話
し
合
う
―
こ
と
な

ど
を
条
件
に
、
そ
の
準
備
の

た
め
の
話
し
合
い
が
必
要
と

求
め
て
い
る
。

石
木
ダ
ム
を
め
く

っ
て

は
、
県
と
佐
世
保
市
が
今
月

３
日
に
川
棚
町
で
開
い
た
住

ミ
見
月
ヽ
Ｃ
、
え
ヽ
Ｒ
也
螢

（４９
）
と
市
議
の
高

傘
も
の
新
人

い
る
県
議

し
た
。

現
職
‐９
人

陣
営
が
邸
席
し
た
。

苗
長
選
、

りに一役
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¬
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▽松浦通信部

葱,0956(72)4846
FAX σ2)●52

▽対馬週 旨都

悉B0920(52)2924
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。
中
敷
き
の
中
央
蔀
ろ
に
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が
変
わ
っ
て
も
再
加
工
が
可
能

ら
み
を
持
た
せ
、
左
右
の
厚
み

で
、
永
田
さ
ん
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も
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境
に
も
優
し
い
」
と
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を
込
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、
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が
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改
善
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」
の
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を
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。
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も
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が
、
永
田
さ
ん
は

「
す

ど
も
た
ち
も
足
に
合
っ
て
い
な

い
靴
を
履
い
て
い
る
こ
と
が
多

候
補
説
明
会

陣
営
が
参
加

市
議
選
に
は
２４
陣
営

鶴

満
雇

ぢ

ｌｏ
８

長崎営業部
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回
の
市
議
選
か
ら
、

火
お
こ
し
な
ど

原
始
生
活
体
験

佐
世
保
の
直
谷
岩
陰
遺
跡

日
本
最
古
級
と
さ
れ
る
約

３
一々
２
千
年
前
の
石
器
な
ど

が
出
土
し
た
福
井
洞
穴

（国

指
定
史
跡
）
が
あ
る
佐
世
保

市
吉
井
町
で
お
日
、
発
掘
や

火
お
こ
し
に
挑
戦
す
る
イ
ベ

ン
ト

「来
て
み
ん
ね
―
や
っ

て
み
ん
ね
―
原
始
の
谷
」
が

あ
り
、
市
内
外
か
ら
約
３０
人

が
原
始
体
験
を
楽
し
ん
だ
＝

員

。
首
井
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
ふ

る
さ
と
の
会

（末
永
暢
雄
会

長
）
が
遺
跡
め
ぐ
り
と
原
始

体
験
で
町
お
こ
し
を
し
よ
う

と
企
画
し
た
。

参
加
者
は
約
■
万
２
千
年

前
の
上
器
も
出
土
し
た
福
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跡
で
遺
物
発
掘
を
し
た

り
、
木
を
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く

こ
す
り
合

わ
せ
て
火
種
を
作
る
原
始
的

な
方
法
で
火
を
お
こ
し
た
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し
た
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大
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ら
参
加
し
た
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